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本多記念館

本部棟

北門

片平北門会館
食堂棟

インテグレーション
教育研究棟

木
町
通
り

北六番丁

臨床研究棟

MRI-CT
装置棟

管理棟
未来医工学
治療開発センター

大学病院

実習講義棟

基礎
研究棟

プロジェクト
総合研究棟加齢研実験

研究棟

腫瘍動物
実験棟

ブレイン
ダイナミクス
研究棟

スマート・エイジング
国際共同研究センター

センタースクエア

厚生施設
「BOOOK」事務部管理棟

ハッチェリー
スクエア

中央棟

マスタープランに基づき、各キャンパスで整備が進行中

東北大学新キャンパス構想

　東キャンパスのシンボルとなる中央棟がオープンし、センタースクエアが完成。
前庭の緩やかなスロープを受けとめる緑に囲まれた伸びやかな配置。1階は吹
抜けの「あおば食堂」と貸し切りも可能なスペースである「DOCK」、2階は学会
も開催可能な大講義室（378席）と大会議室（200席）、国際交流室、3階は事務
カウンターと会議室がある。建築、ランドスケー
プ、インテリア、サインと各分野の著名なデザ
イナー陣のコラボレーションによって、青葉山
のイメージを新しく発信する、お洒
落でカッコイイ空間となっている。

センタースクエアが完成

　星陵キャンパスを東西に貫く北六番丁に面して、超高齢社会における新
たな統合的加齢科学分野を切り開くための、国際的な研究拠点が完成。
　周囲との調和を図ったレンガ色の壁をベースにしながら、北六番丁へ向
けた南側ファサードに、白いリボン状の庇が折れ曲がりながら上部へと繋
がり、各階に開放的なテラスと交流ス

ペースを提供している。建物
前面の空間は、北六番丁沿い
に計画されているキャンパスス
トリートの一部となるよう緑
豊かな芝生広場としてデザイ
ン。キャンパスストリートは、
医学部、加齢医学研究所、歯
学部、病院をつなぐ、星陵キャ
ンパスの骨格となるオープン
スペースで、緑豊かな交流の
場として今後も整備を進めて
いく予定である。

スマート・エイジング国際共同研究センターが完成

　大正14年築の旧東北帝国大学工学部金
属工学教室の外壁を活かしつつ、新たな研
究・教育施設として再生したインテグレー
ション教育研究棟が完成。歴史的建造物を
活かしたオフィス棟と、新たに増築したラ
ボ棟からなり、この2つをアトリウムで結
んだ施設計画となっている。また周辺では

「開かれたキャンパス」を実現するための、
北門周辺の再整備も進行中である。

�インテグレーション教育研究棟が完成
　市内に分散配置されている片平、
雨宮、星陵、川内、青葉山キャンパス
と学生寮のある三条地区を結ぶ、学
生・教職員のための無料バスサービ
ス「キャンパスバス」を、2010年の
4月から運行している。学生の通学、
講義、課外活動等での移動、教職員の
公務・講義等での移動に利用できる。
詳細はキャンパスバスwebページで。 
http://www.bureau.tohoku.ac.jp/keiyaku/campusbus/
campusbus.html

東北大学キャンパスバスの運行を開始

キャンパス青 葉 山

キャンパス星 陵

　片平キャンパスのメインエントランスである北門前に、外国人
研究員等宿泊施設と学生寮、売店、食堂等の機能をもった片平北
門会館が建設中であり、先行して食堂棟がオープンした。
　1階はカフェテリア形式の「さくらキッチン」、2階は落ち着い
た雰囲気の「レストラン
萩」で構成された食堂棟
は、既存の桜などの樹木
を活かし、屋外と一体と
なった吹抜けの開放的な
空間で、ゆったりと食事
を楽しむことができる。
来年には隣接する宿泊棟
も完成予定である。

片平北門会館食堂棟がオープン

キャンパス片 平

青 葉 山 新 キ ャ ン パ ス

基盤整備が進行中
竜ノ口沢に沿って配置された新キャンパスのメ
イン動線となるキャンパスモールやキャンパス
コモンズなど、緑とにぎわいあふれるキャンパ

スライフの中心
の場となる街路
空間や、電気・上
下水道等エネル
ギー基盤の整備
が進行中である。

キャンパス環境キャンパス環境
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